褥瘡対策委員会　議事録

開催日　　平成　24年　6月　5日　（水）　　　　　　　　　　　　開催回数　第2回

時　間　　15：30～16：30

場　所　　病院4階ユーティリティー

記録者　　鈴木　匡
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＜連絡事項＞

· 新たに褥瘡が発生、又は治癒した患者様及び利用者様については、早急に鈴木に報告をお願い致します。5月16日以降のデータについては、現在、集計と確認を行っている段階です。

＜議事内容＞

（現在、褥瘡の診断により処置を行っている患者様及び利用者様）

東病棟：現在、治療者無し。

西病棟：現在、治療者無し。

南病棟：現在、1名継続治療中。

　　　・北山　和子様～仙骨部に褥瘡あり。ゲーベン塗布し、ラップにて保護の指示。

北病棟：現在、1名継続治療中。

　　　・木村　義重様～両大転子部に褥瘡あり。エルタシン軟膏塗布し、ラップにて保護の指示。

南山苑：現在、2名継続治療中。

　　　・川守田　惇様～仙骨部、臀部に褥創あり。アズノール塗布し、ラップにて保護の指示。

　　　・加賀　栄吉様～仙骨部に褥瘡あり。ゲーベン塗布し、ラップにて保護の指示。

· 各部署での治療者は計4名。褥瘡の状態としては、悪化は見られず。治癒を目標に指示の処置を継続していく。随時、治療計画の検討を行い、適切な対応を行っていく。

· 定期的にラウンドを実施し、状態確認を行っていきます。ラウンドは鈴木と鳥谷部で行う予定。日時については事前に連絡を致しますので、各部署の委員も出来る限りは同行をお願い致します。

· 次回の委員会開催は、7月3日（水）15時30分からの予定としています。

（次回の内容予定）

· 褥瘡の状況報告と検討。

· 勉強会の実施（予定内容：創の状態とドレッシング材の選択について）









